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白

木

進

一
、
現
代
日
本
語
に
み
る
「
ゆ
れ
」
の
背
景

 
近
来
「
日
本
語
の
乱
れ
」
が
論
ぜ
ら
れ
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
次
の
三
点
に
し

ぼ
ら
れ
る
。

 
ω
外
国
語
が
氾
濫
し
て
い
る
。
片
カ
ナ
文
字
が
多
す
ぎ
る
。

 
ω
言
葉
遣
い
が
乱
れ
て
い
る
。
特
に
若
い
女
性
の
言
葉
が
ぞ
ん
ざ
い
に
な

 
 
つ
た
。

 
㈲
漢
字
を
知
ら
な
い
。
誤
字
が
多
い
。
大
学
生
に
な
っ
て
も
砥
に
手
紙
す
ら

 
 
書
け
ぬ
。

確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
り
、
当
に
国
民
挙
っ
て
反
省
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

 
然
し
「
コ
ト
バ
は
動
く
」
と
知
れ
ば
、
前
記
の
そ
れ
は
「
国
語
の
不
断
の
推

移
、
自
然
の
変
化
」
の
面
も
あ
っ
て
、
一
概
に
「
乱
れ
」
と
の
み
は
断
じ
得
ぬ

こ
と
も
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
要
は
推
移
・
変
化
の
過
程
に
お
け
る
調
整
の
可

否
で
あ
る
。
即
ち

ω
に
つ
い
て
は
1
凡
そ
物
に
は
新
陳
代
謝
が
あ
る
。
伸
び
る
為
に
は
新
し
い

 
血
が
必
要
だ
。
 
「
や
ま
と
言
葉
」
は
嘗
て
は
漢
字
・
漢
語
を
取
り
入
れ
て
、

 
大
き
く
動
揺
変
化
し
た
し
、
今
は
洋
語
・
洋
字
に
直
面
し
て
、
多
少
の
混
乱

 
を
見
せ
つ
㌧
も
、
健
気
に
之
を
摂
取
消
化
し
て
、
新
た
な
糧
と
し
ょ
う
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
片
カ
ナ
文
字
は
新
し
い
外
来
語
で
あ
り
、
い
わ
ば
嫁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

格
、
之
に
対
し
今
で
は
姑
格
で
納
っ
て
い
る
漢
字
漢
語
も
亦
嘗
て
の
外
来
語

 
で
あ
る
。

ω
に
つ
い
て
は
1
明
治
維
新
は
四
民
を
平
等
に
解
放
し
、
教
育
の
普
及
を
齎

 
し
、
更
に
戦
後
の
民
主
主
義
は
人
間
の
尊
重
を
説
き
、
男
女
の
同
権
を
弥
調

 
し
た
。
か
く
て
厳
し
か
っ
た
上
下
の
階
級
制
度
は
漸
次
力
を
失
い
、
古
い
男

 
尊
女
卑
の
風
は
今
や
崩
れ
つ
㌧
あ
る
。
昔
の
日
本
は
、

 
 
三
業
（
三
世
紀
後
半
の
作
-
晋
）
倭
人
週
日
、
…
…
尊
卑
各
有
二
差
添
一
。

 
 
…
…
下
戸
與
二
大
人
一
相
二
細
道
路
一
、
逡
巡
入
・
草
、
伝
レ
辞
説
レ
事
或
樽
或

 
 
脆
。

 
 
黄
氏
六
欲
総
録
（
黄
宗
義
1
清
）
日
、
倭
国
之
俗
、
上
下
裁
然
、
髪
貌
恭

 
 
甚
。
敬
畏
遵
奉
、
不
二
敢
怠
忽
一
。
蓋
以
三
三
有
レ
所
レ
失
、
必
至
二
於
死
一
也
。

 
尊
上
卑
下
か
ら
生
れ
た
敬
語
、
逆
に
又
そ
れ
を
培
っ
て
来
た
で
あ
ろ
う
敬
語

 
が
、
階
級
制
度
の
崩
壊
と
共
に
衰
退
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
女
性
が
男
性
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と
対
等
と
な
れ
ば
、
女
性
の
言
葉
が
男
性
に
近
づ
く
の
も
亦
当
然
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
い
わ
ゆ
る
敬
語
は
、
今
や
在
来
の
上
下
関
係
を
主
と
し
た
尊
敬
語
・
謙
譲
語

 
か
ら
脱
却
し
て
、
左
右
関
係
を
調
和
す
る
丁
寧
語
と
し
て
、
新
た
な
観
点
か

 
ら
之
を
見
直
し
、
之
を
育
成
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈲
に
つ
い
て
は
一
「
漢
字
御
廃
止
」
の
建
議
（
慶
応
2
一
前
島
密
）
以
来
、

 
漢
字
を
ど
う
扱
う
か
は
、
今
に
至
る
ま
で
論
議
の
的
で
あ
る
が
、
日
本
の
国

 
語
政
策
と
し
て
は
、
漢
字
の
制
限
使
用
、
漢
字
交
り
の
か
な
文
を
採
用
し
て

 
来
て
い
る
。
ど
の
程
度
に
制
限
し
、
ど
の
程
度
に
使
用
す
る
か
が
問
題
で
あ

 
る
が
、
先
に
公
示
さ
れ
た
当
用
漢
字
一
八
五
〇
字
は
今
日
に
お
け
る
一
応
の

標
準
で
あ
る
。

 
 
但
し
漢
字
は
一
字
1
1
一
語
U
一
音
1
1
一
声
の
表
語
文
字
で
あ
る
か
ら
、

 
 
こ
と
ば
の
推
移
と
共
に
、
不
断
に
実
情
に
副
う
改
廃
を
図
る
べ
き
で
、

 
 
1
0
年
、
2
0
年
と
放
置
し
て
は
必
ず
差
誤
を
生
じ
る
。

 
こ
の
程
度
の
漢
字
は
上
手
に
駆
使
で
き
る
よ
う
に
教
育
法
や
教
科
時
間
の
改

 
善
を
考
慮
す
べ
き
だ
が
、

 
 
「
大
道
は
文
字
の
上
に
あ
る
も
の
と
思
ひ
、
文
字
の
み
を
研
究
し
て
学
問

 
 
と
思
へ
る
は
違
へ
た
り
。
文
字
は
道
を
伝
ふ
る
機
械
に
し
て
、
道
に
あ
ら

 
 
ず
。
」
 
（
二
宮
翁
夜
話
）

 
と
尊
徳
が
喝
破
せ
る
如
く
、
今
日
は
こ
と
ば
が
主
で
あ
っ
て
文
字
は
従
。
漢

 
字
に
対
す
る
感
覚
も
昔
と
は
違
っ
て
来
て
い
る
事
も
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

 
手
紙
に
つ
い
て
は
、
交
通
が
発
達
し
、
電
信
・
電
話
の
並
日
貸
し
た
今
日
は
、

 
そ
の
用
途
も
趣
き
を
異
に
し
、
価
値
も
違
っ
て
来
た
の
で
、
改
め
て
見
直
す

 
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

進
ん
で
改
廃
す
べ
き
語
・
態
度

 
世
の
進
展
に
伴
っ
て
、
之
に
必
要
な
新
し
い
言
葉
が
増
加
す
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
そ
の
反
面
に
不
要
と
な
っ
た
語
の
廃
棄
に
も
積
極
的
で
あ
り
た
い
。

例
え
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
カ

ω
実
用
生
活
面
で
1
度
量
衡
に
メ
ー
ト
ル
法
を
採
用
し
た
今
日
で
は
、
八
握

 
 
タ
 
 
 
 
 
 
ヒ
ロ

 
八
択
・
八
尋
の
如
き
上
代
語
は
固
よ
り
、
．
慣
れ
親
ん
だ
尺
貫
法
の
語
や
言
葉

 
も
潔
く
古
典
語
に
く
り
入
れ
、
メ
ー
ト
ル
 
リ
ッ
ト
ル
 
グ
ラ
ム
 
，
初

 
雇
 
な
ど
に
熟
す
べ
き
で
あ
る
。

回
道
義
的
な
、
ま
た
世
俗
的
な
面
で
は

 
未
亡
人
 
後
室
 
後
家
 
な
ど
は
、
由
緒
は
古
く
て
も
今
日
で
は
正
し
く
人

 
権
を
損
ず
る
言
葉
で
追
放
に
価
す
る
し
、
下
女
 
下
男
 
女
申
 
丁
稚

 
小
使
 
や
 
野
郎
 
百
姓
 
な
ど
、
階
級
意
識
の
強
い
語
、
原
義
か
ら
ず
れ

 
て
今
日
で
は
聞
く
当
人
が
喜
ば
ぬ
言
葉
は
、
進
ん
で
改
廃
す
る
が
よ
い
。

な
お
や
め
た
い
も
の
に
、
軽
薄
な
片
カ
ナ
言
葉
と
共
に
、
漢
語
に
も
聞
い
た
だ

け
で
は
理
解
で
き
ぬ
無
理
に
音
読
し
た
よ
う
な
学
術
語
、
専
門
語
が
あ
る
。

 
バ
ク
ソ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ

 
白
鼠
（
医
学
）
軌
條
折
損
（
鉄
道
）
播
種
（
農
業
）
な
ど
は
 
し
ろ
ね
ず
み

レ
ー
ル
が
折
れ
る
 
種
ま
き
 
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 
（
文
学
に
も
営
て
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ー
ザ
ル
 
 
 
 
 
 
ノ

之
に
似
た
例
が
あ
っ
た
。
漱
石
-
倫
敦
塔
 
迫
遙
-
尊
爵
奇
談
自
由
太
刀

ナ
ゴ
リ
ノ
キ
レ
ア
ジ

余
波
鋭
鋒
…
…
今
な
ら
、
ロ
ン
ド
ン
塔
、
ジ
ュ
リ
ア
ス
シ
ー
ザ
ー
物
語
）

 
言
葉
は
意
志
の
伝
達
で
あ
り
、
感
情
を
表
現
す
る
。
黙
殺
は
侮
辱
で
あ
り
、

無
言
は
時
に
恐
怖
を
誘
う
。
進
ん
で
挨
拶
し
、
美
し
い
言
葉
を
交
換
し
よ
う
。

「
お
早
よ
う
」
。
 
「
今
晩
は
」
。
の
紋
切
型
も
よ
い
。
 
「
あ
り
が
と
う
」
。

「
失
礼
し
ま
す
」
。
 
「
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
」
。
な
ど
は
、
言
う
側
も
聞
く
側
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も
飽
き
る
こ
と
の
な
い
快
い
言
葉
だ
。
足
を
踏
ま
れ
て
も
、
H
、
日
。
。
o
旨
ざ
と

英
人
は
応
ず
る
そ
う
だ
。
日
本
に
は
「
ど
う
も
、
ど
う
も
」
と
い
う
、
ど
ん
な

場
合
に
も
通
ず
る
便
利
な
言
葉
も
あ
る
。

精
神
面
に
お
け
る
反
省

 
わ
が
国
民
性
を
省
み
る
に
、
新
奇
を
好
む
と
共
に
、
先
進
外
国
を
崇
拝
す
る

気
風
が
強
い
。
こ
の
二
面
は
日
本
人
が
進
取
の
気
象
に
富
む
事
を
示
す
も
の
、

従
来
も
先
進
文
化
に
接
し
て
は
勇
敢
に
之
と
取
り
組
み
、
消
化
摂
取
し
て
己
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伸
ば
す
に
役
立
て
て
来
た
。
但
し
度
を
逸
す
れ
ば
、
新
は
総
べ
て
良
く
旧
は
総

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

べ
て
悪
く
と
な
っ
て
中
庸
を
失
い
、
又
、
舶
来
は
総
べ
て
尊
く
国
産
は
総
べ
て

卑
し
く
と
な
っ
て
均
衡
が
保
て
な
く
な
る
。
常
に
行
き
過
ぎ
は
強
く
反
省
自
戒

す
べ
き
で
あ
る
。

二
、
日
本
語
に
お
け
る
固
有
語
と
外
来
語

 
日
本
語
は
奈
良
朝
か
ら
数
え
て
も
既
に
千
二
百
年
を
経
過
す
る
古
い
言
葉
で

あ
る
。
そ
の
以
前
は
頼
る
べ
き
資
料
文
献
が
乏
し
い
が
、
漢
字
・
漢
語
の
渡
来

は
紀
元
前
後
の
こ
と
と
目
さ
れ
る
の
で
、
始
め
て
の
文
字
と
し
て
の
漢
字
が
、

又
外
国
語
と
し
て
の
漢
文
が
歴
史
以
前
に
既
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
を
知
る
。

 
日
本
語
に
お
け
る
固
有
語
と
外
来
語
と
を
分
類
し
た
も
の
に
、
古
く
は
立
后

が
あ
る
。

 
和
語
 
 
 
 
，
 
一
＝
、
八
一
七
 

五
五
・
，
八
％

 
漢
語
 
 
 
 
 
 
 
一
三
、
五
四
六
 
 
三
四
・
七
％

 
和
漢
熟
語
 
 
 
 
 
 
二
、
七
二
四
 
 
七
・
○
％

外
来
語

和
外
熟
語

漢
外
熟
語

和
漢
外
熟
語

外
外
熟
語

合
計
 
三
九
、

五
四
九

○ 一一 O
三二三七五

一
・
四
％

一
 
一
％

言
海
は
明
治
十
七
年
十
二
月
の
稿
で
、
初
版
は
同
二
十
二
年
。
当
時
の
日
本
語

の
内
訳
が
推
知
で
き
る
。

 
こ
の
割
合
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
時
枝
誠
記
編
「
例
解
国
語

辞
典
」
、
（
昭
和
三
十
一
年
初
版
）
で
調
べ
た
宮
島
達
夫
氏
の
統
計
が
言
語
生
活

の
3
3
年
4
月
号
に
見
え
る
。

和
語

漢
語

和
漢
熟
語

外
来
語

 
そ
の
他

合
計

引
用
す
る
と
、

一
四
、
七
九
八
語

二
一
、
六
五
六
語

 
二
、
三
〇
七
語

 
一
、
四
二
八
語

 
 
 
二
〇
四
語

四
〇
、
三
九
三
語

一二

Z
・
山
ハ
％

五
三
・
六
％

 
五
・
七
％

 
三
・
五
％

○
・
五
％

 
 
 
 
 
コ
 
む
 
 
む

日
本
語
の
中
に
漢
語
が
如
何
に
多
い
こ
と
か
。
言
霊
で
は
二
位
だ
が
、
後
者
で
，

は
一
位
に
上
り
、
そ
の
比
は
五
三
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

 
外
来
語
は
一
般
に
文
化
の
程
度
の
高
い
国
の
言
語
か
ら
、
低
い
国
の
言
語
へ

と
行
わ
れ
る
の
が
原
則
で
、
又
文
化
的
接
触
の
大
き
い
場
合
ほ
ど
、
多
く
の
借

用
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。
日
本
人
は
早
く
ア
イ
ヌ
と
接
触
し
、
朝
鮮
と
交
わ
っ

国
語
の
「
ゆ
れ
」
の
一
考
察
 
外
来
語
は
国
語
の
ど
の
部
分
に
ど
の
よ
う
に
進
入
し
て
い
る
か
（
そ
の
一
-
漢
語
）
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た
筈
で
あ
る
が
、
日
本
語
の
中
に
意
外
と
ア
イ
ヌ
語
、
朝
鮮
語
の
少
な
い
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

は
、
右
の
原
則
に
拠
る
も
の
か
否
か
。
と
も
あ
れ
日
本
に
お
け
る
外
来
語
の
宗

は
、
嘗
て
は
漢
字
・
漢
語
で
あ
り
、
そ
し
て
今
は
洋
語
、
殊
に
英
語
で
あ
る
。

 
明
治
以
後
、
特
に
戦
後
の
日
本
語
に
お
い
て
、
洋
語
の
使
用
率
は
大
き
く
、

 
ま
た
語
原
別
に
見
れ
ば
英
語
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

 
国
立
国
語
研
究
所
が
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
・
用
字
を
調
査
し
た
（
昭
和

 
三
十
↓
年
）
結
果
の
表
に
、

異
り
語
数

 
雑
誌
の
種
類

一
 
評
論
・
芸
文

二
 
庶
民

三
 
実
用
・
通
俗
科
学

四
 
生
活
・
婦
人

五
 
娯
楽
・
趣
味

四四二三三
一四八五九和語
・・… @ 語種
三七八九九 （

漢
語

五
一
・
八

五
四
・
三

六
〇
・
三

三
九
・
一

四
五
・
七

原
語
別
に
見
た
外
来
語
（
異
な
り
数
）

原
語
別

英
語

フ
ラ
ン
ス
語

ド
イ
ツ
語

オ
ラ
ン
ダ
語

二
、

（
そ
の
他
）

 
計
二
、

語
数

三
九
五

一
六
六

 
九
九

 
四
〇

二
六
四

九
六
四

（
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字
㈲
6
2
ぺ

八九七五五外
・・… @ 来
三九〇七〇語

四六三四三混
・・… @ 電
蓄二九〇三語

 
％

八
○
・
八

 
五
・
六

 
三
・
三

 
一
・
三

 
八
・
九

九
九
・
九

、
6
4
ぺ
）

三
、

漢
語
は
国
語
の
ど
の
部
に
ど
の
よ
う
に
進
入
し
て
い

る
か

 
漢
字
・
漢
語
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
紀
元
前
後
と
言
わ
れ
、
 
（
例
え
ば

我
が
国
に
も
幾
つ
か
出
土
し
た
王
命
の
泉
貨
は
紀
元
1
4
年
の
鋳
造
で
あ
り
、
志

賀
島
発
掘
の
「
漢
委
奴
国
王
」
の
金
印
は
後
漢
の
中
元
二
年
、
紀
元
5
7
年
に
受

け
た
も
の
）
呉
音
は
五
～
六
世
紀
、
漢
音
は
七
～
八
世
紀
の
伝
来
と
言
う
。

歌
語
に
見
る
漢
語

 
最
も
古
い
日
本
語
の
形
を
温
存
し
た
歌
語
に
は
、
萬
葉
集
、
八
代
集
を
通
し

て
見
て
も
、
当
時
は
既
に
酒
々
と
し
て
進
入
し
て
い
た
筈
の
漢
語
が
、
探
し
て

も
数
え
る
程
し
か
見
当
ら
ぬ
。

 
萬
葉
集
に
は

 
 
 
 
 
 
 
ク
ウ

イ
、
餓
鬼
 
香
 
功
 
刀
自
 
五
位
 
釆
 
双
六
 
法
師

艮
、
貌
姑
射
（
能
山
）
 
無
何
有
（
乃
郷
）
 
力
子
（
舞
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ

ハ
、
婆
．
羅
門
 
檀
越
 
塔
 
 
（
漢
字
を
使
っ
た
梵
語
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ザ
ケ
 
ア
ザ
ケ
リ
ワ
ラ

な
ど
が
見
え
る
が
、
み
な
巻
十
六
に
出
る
。
巻
十
六
は
曝
る
（
喧
咲
ふ
）
歌

が
多
く
あ
り
、
之
ら
の
歌
に
右
の
よ
う
な
漢
語
、
漢
字
を
使
っ
た
梵
語
が
見
え

る
。

其
の
他
の
巻
で
は
次
の
例
が
あ
る
。

 
布
施
お
き
て
吾
は
こ
ひ
の
む
（
巻
五
）

 
ク
ワ
ソ

 
過
所
な
し
に
関
と
び
越
ゆ
る
時
鳥
（
巻
十
五
）

 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
池
田
朝
臣
が
大
神
朝
臣
奥
守
を
移
る
歌
（
1
6
1
三
八
四
〇
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
ワ

寺
々
の
女
餓
鬼
申
さ
く
大
神
の
男
餓
鬼
賜
り
て
そ
の
子
産
さ
む
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む

 
右
の
歌
に
見
え
る
寺
は
朝
鮮
語
だ
と
言
わ
れ
る
。

炉
内
霞
ぼ
器
μ
は
℃
ザ
琴
南
。
晦
団
角
昌
価
》
口
9
9
け
O
ぼ
口
僧
（
¢
N
ひ
）
の
中

で
、
シ
ナ
語
か
ら
日
本
語
へ
入
っ
た
単
語
と
し
て
、

 
邑
（
い
へ
）
 
室
（
さ
と
）
 
築
（
つ
く
）
 
槁
（
か
き
）
「
析
（
さ
く
）

 
閾
（
ゆ
か
）
 
絹
（
き
ぬ
）
 
杣
（
し
ね
）
 
蚊
（
か
ひ
）
 
竹
（
た
け
）

 
麦
（
む
ぎ
）
杉
（
す
ぎ
）
琢
（
と
ぐ
）
剥
（
は
ぐ
）
漣
（
し
ほ
）

 
郡
（
く
に
）
 
盆
（
ふ
ね
）
 
鎌
（
か
ま
）
 
夏
（
な
つ
）
 
馬
（
う
ま
）

 
梅
（
う
め
）

を
挙
げ
て
い
る
。

 
元
来
歌
語
は
古
形
を
尊
び
新
語
を
斥
け
る
の
で
、
音
便
は
勿
論
、
外
来
語
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

使
用
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
朝
鮮
語
か
ら
と
言
わ
れ
る
寺
、
カ
ー
ル
グ

 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

レ
ン
の
挙
げ
る
馬
、
梅
な
ど
は
字
音
語
と
し
て
の
意
識
も
な
く
、
縦
横
に
使
わ

れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
之
ら
は
外
来
語
と
し
て
は
余
程
古
い
帰
化
語
な
の
で

あ
ろ
う
。

 
八
代
集
に
見
る
漢
語
例

 
 
 
 
エ
 
ブ

思
へ
ど
も
閻
浮
の
身
な
れ
ば
（
古
今
1
9
1
一
〇
〇
一
）

敷
な
れ
ば
い
と
も
か
し
こ
し
（
拾
遺
9
1
五
三
一
）

 
前
者
は
漢
字
で
書
い
た
梵
語
で
あ
る
か
ら
、
後
者
が
八
代
集
で
は
漢
語
を
用

い
た
唯
一
の
例
だ
と
言
わ
れ
る
。
 
（
吉
沢
義
則
-
国
語
史
概
説
1
5
ぺ
）

 
 
フ
ミ

 
「
文
」
と
い
う
語
は
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
挙
げ
た
2
1
語
の
申
に
入
っ
て
い
な

 
い
が
、
や
は
り
古
い
字
音
語
で
あ
ろ
う
。
 
「
文
」
を
詠
み
入
れ
た
和
歌
は
、

 
後
撰
1
8
巻
一
二
一
九
、
拾
遺
1
9
巻
＝
一
〇
二
な
ど
に
見
え
る
。

宣
命
（
当
時
の
口
語
体
）
に
見
る
漢
語
，

 
国
王
 
王
位
 
職
事
 
賞
罰
 
大
事
 
弟
子
 
博
士
 
謀
反
 
力
田
 
辺
戌

 
孝
義
 
初
楽
 
不
可
思
議
威
神
（
之
力
）
 
鰹
寡
孤
独
 
斬
 
最
勝
王
経

 
盧
舎
那
仏
 
菩
薩
 
如
来
 
観
世
音
 
吉
祥
夫
 
舎
利
 
禅
師

 
 
 
 
 
 
 
よ

又
や
ま
と
言
葉
に
訓
ん
で
は
い
る
が
、
左
の
如
き
は
漢
語
か
ら
の
融
訳
語
で
あ

ろ
う
。

 
ア
マ
ツ
カ
ミ
 
 
ク
ニ
ツ
カ
ミ

 
天
神
-
地
 
祇

物
語
に
現
れ
る
漢
語

 
物
語
の
祖
と
言
わ
れ
る
伊
勢
物
語
に
は

 
 
 
 
 
タ
イ
 
ホ
イ
 
 
ッ
イ
ヂ

名
詞
一
西
の
対
 
本
意
 
築
地
 
女
御
 
下
繭
 
益
な
き
も
の
 
修
業
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ケ
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴ
ダ
チ

 
奥
に
 
菊
の
花
前
栽
気
子
（
飯
を
盛
る
器
）
 
御
達
'

動
詞
-
念
じ
 
化
粧
じ
 
懸
想
じ

 
 
 
 
ケ

形
容
詞
-
怪
し
う
．

 
な
ど
と
、
未
だ
数
は
少
な
い
な
が
ら
、
幅
が
広
く
な
り
、
奈
良
朝
で
は
名
詞

だ
け
で
あ
っ
た
の
に
、
之
に
は
名
詞
の
外
に
、
動
詞
（
サ
変
）
形
容
詞
に
も
出

る
。竹

取
物
語
に
つ
い
て
は
塚
本
勝
義
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
漢
語
八
十
八
、
梵
語

三
で
品
詞
別
で
は
、

 
名
詞

 
数
詞

 
動
詞

 
形
容
詞

 
副
詞

と
い
う
。

 
 
漢
語
 
五
九
 
 
 
 
梵
語
三

 
 
〃
 
 
一
ご

 
 
〃
 
 
一
四

 
 
〃
 
 
 
一

 
 
〃
 
 
 
二

（
新
講
国
語
学
概
論
7
6
ぺ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動
詞
は
全
部
サ
変
。
形
容
詞
は
「
怠
々
し
」
。
副
詞
は
「
切
に
」

「
優
に
」
の

国
語
の
「
ゆ
れ
」
の
一
考
察
 
外
来
語
は
国
語
の
ど
の
部
分
に
ど
の
よ
う
に
進
入
し
て
い
る
か
（
そ
の
一
-
漢
語
）
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二
語
。
梵
語
は
瑠
璃
、
優
曇
華
、
賓
頭
盧
の
三
語
、
鉢
を
梵
語
と
数
え
れ
ば
四

語
。
但
ル
之
ら
の
物
語
は
女
子
の
用
語
を
も
と
に
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
男
子
の
用
語
の
中
に
は
も
っ
と
ず
っ
と
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
思
う
に
平
安
の
初
期
は
漢
文
学
の
隆
盛
期
で
あ
っ
た
。
男
子
の
教
養
は
漢
文

で
あ
り
、
漢
詩
で
あ
り
、
従
っ
て
日
常
用
語
も
漢
語
が
多
か
っ
た
事
は
当
然
推

定
さ
れ
る
。

 
之
に
反
し
て
、
仮
名
物
語
は
婦
女
子
相
手
の
文
学
で
、
女
子
の
用
語
を
主
と

し
た
。

野
守
鏡
に
次
の
話
が
出
て
い
る
。

 
藤
原
保
昌
、
歌
を
う
ら
や
み
て

 
 
早
朝
に
お
き
て
ぞ
見
つ
る
梅
花
を

 
 
 
 
 
夜
陰
大
風
不
審
不
審
よ

 
と
よ
み
た
り
け
る
。
和
泉
式
部
〔
保
昌
の
妻
〕
き
＼
て
、

 
歌
詞
は
か
く
こ
そ
よ
め
と
て
、

 
 
朝
ま
だ
き
お
き
て
ぞ
見
つ
る
梅
の
花

 
 
 
 
 
夜
の
ま
の
風
の
う
し
ろ
め
た
さ
に

 
と
や
は
ら
げ
た
り
け
る
。
同
じ
心
と
も
覚
え
ず
お
も
し
ろ
く
聞
ゆ
る
。

 
源
氏
物
語
に
な
る
と
、
女
流
の
手
に
成
っ
た
と
は
言
え
、
漢
語
は
漸
く
そ
の

数
を
増
す
。
芳
賀
矢
一
氏
の
国
文
学
歴
代
選
序
論
に
い
う
、

 
「
平
安
朝
の
物
語
に
は
、
漢
語
を
日
本
化
せ
し
が
、
そ
の
分
量
極
め
て
砂

し
。
試
に
源
氏
物
語
の
桐
壼
の
巻
を
通
算
す
る
に
、
百
五
十
余
の
漢
語
を
含
め

り
。
」
（
5
8
ぺ
）

 
源
語
は
全
篇
5
4
帖
、
一
篇
に
平
均
百
五
十
の
漢
語
を
含
む
と
す
れ
ば
、
全
篇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

で
は
凡
そ
八
千
百
語
と
な
る
。

そ
の
後
、
鎌
倉
・
室
町
と
下
る
に
及
び
、
漢
語
は
今
昔
や
平
語
な
ど
に
大
き
く

増
加
を
見
せ
、
仏
教
の
法
話
・
軍
記
物
・
語
り
物
に
よ
り
、
耳
を
通
し
て
広
く

民
衆
の
間
に
浸
透
し
て
行
く
。
前
記
国
文
学
歴
代
選
序
論
に
軍
記
物
語
の
文
章

を
述
べ
て
、

 
軍
記
物
語
は
、
…
…
文
辞
の
方
面
に
著
て
も
亦
之
と
同
じ
く
、
漢
文
の
剛
健

な
る
要
素
と
、
国
文
の
優
麗
な
る
性
質
と
は
、
相
混
和
し
て
全
豹
の
美
を
作
れ

り
。
漢
語
は
促
音
・
長
音
・
濁
音
等
多
く
、
単
語
と
し
て
已
に
音
の
変
化
に
富

む
。
…
…

 
保
元
物
語
は
〔
漢
語
が
〕
一
丁
に
し
て
尚
四
十
に
及
べ
り
。

重
代
ノ
 
歴
代
ノ
 
不
重
宝
ナ
ル
 
奇
怪
ノ
馳
一
定
ノ
 
神
妙
ノ
 
の
如
き
形

容
詞
、

入
洛
ノ
上
 
屡
駕
ノ
後
 
下
向
ノ
路
ス
ガ
ラ
 
の
如
き
動
詞

処
間
上
等
の
如
き
副
詞
的
接
続
詞
、

何
ゾ
 
況
や
 
総
ジ
テ
 
就
中
 
以
テ
ノ
外
二
 
随
分
二
 
全
ク
以
テ
 
の
如

き
副
詞

等
、
語
彙
の
性
質
は
全
も
平
安
朝
の
物
語
と
は
一
変
せ
り
。

就
テ
ハ
 
於
テ
ハ
 
以
テ
ハ
 
の
如
き
は
、
 
已
に
助
詞
と
し
て
用
ゐ
ら
る
。

 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

こ
は
こ
れ
単
語
の
論
な
れ
ど
も
、
句
法
に
於
て
も
漢
文
訓
読
其
儘
の
形
な
る
も

の
勘
か
ら
ず
。
蓋
し
漢
文
軍
日
記
の
祖
と
も
い
ふ
べ
き
将
門
記
等
に
は
、
四
六

文
の
対
比
を
用
み
た
る
箇
所
最
も
多
し
。
 
（
5
8
-
5
9
ぺ
）
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柏
谷
嘉
弘
氏
は
徒
然
草
の
漢
語
を
調
査
し
て
、

七六五四三ご一
計字字字二字字字

量五 韮圭五圭丑 善五証葦五
ロロ 叫コ 口碑 口目 ロ目 口口 口口

一 証
三       一八二
l    一七三七四

薮

九一四六五五六二 A
    一六一Z〇一五〇四七■     ●     ●     ●     ●    ●     ●

Z三二六〇九九
ｵ

比
募
1
3
4
9
-
A

ニ           ー

j       一二六
O   二八六八七
ﾜ一四〇四六一九

度使
迫
p
B
一

     五三Z〇〇三七七〇●     ●     ●     ●     ●     ●     ●

Z二九八四三四
l

比
募
2
2
3
5
-
B
一用平

一一一一一一
度均

。    ◎    ●    ◎    ●    ○    ■ 数四

三一二五八 旦
A

と
表
示
し
、

 
平
安
朝
の
仮
名
文
学
作
品
の
漢
語
と
比
較
し
て
、
二
字
語
の
語
数
の
割
合
が

 
増
大
し
て
い
る
。
使
用
度
数
の
割
合
、
平
均
使
用
度
数
は
さ
し
て
変
化
が
な

 
い
。

 
漢
語
の
サ
変
動
詞
は
七
十
九
語
、
接
尾
語
の
つ
い
た
漢
語
動
詞
は
「
上
手
め

 
く
」
の
一
語
の
み
で
平
安
朝
の
仮
名
文
学
作
品
に
比
し
て
単
純
化
し
て
い
る

と
説
明
す
る
。
 
（
国
語
学
7
7
集
 
8
9
ぺ
）

山
田
孝
雄
氏
の
「
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
」
 
（
昭
和
1
4
年
刊

に
 
東
北
大
学
に
お
け
る
昭
和
六
年
度
の
講
義
と
い
う
。
）
に
拠
れ
ば
、

 
先
ず
外
来
語
を
解
い
て
（
1
3
ぺ
）

 
1
、
純
な
る
外
来
語
 
い
わ
ゆ
る
片
カ
ナ
語

序
文

 
2
、
狭
義
の
外
来
語
 
イ
ン
キ
 
テ
ー
ブ
ル

 
3
、
借
用
語
 
 
 
 
た
ば
こ
 
き
せ
る

 
4
、
帰
化
語

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

と
な
し
、
帰
化
語
に
つ
い
て
は
更
に
詳
し
く
説
く
。

 
元
来
外
国
語
が
国
語
に
と
り
入
れ
ら
る
る
最
初
の
状
態
を
考
ふ
る
に
、
そ
れ

 
は
た
だ
或
る
概
念
を
あ
ら
は
す
も
の
と
し
て
、
取
扱
は
る
る
に
止
ま
る
も
の

な
る
が
、
そ
れ
が
資
格
は
概
念
語
と
し
て
単
に
体
言
の
取
扱
に
準
ぜ
ら
る
る

 
も
の
と
す
。
…
…
…
…
…

 
然
る
に
そ
れ
が
今
一
歩
進
み
て
国
語
に
帰
化
す
る
と
き
は
、
単
純
な
る
体
言

 
の
取
扱
を
受
く
る
に
止
ま
ら
ず
し
て
、
或
は
国
語
に
て
の
用
言
副
詞
と
し
て

 
も
用
ゐ
ら
る
る
に
至
り
、
或
は
国
語
の
造
語
法
の
活
動
に
支
配
せ
ら
る
る
に

 
至
る
べ
き
な
り
。
か
く
の
如
き
域
に
入
る
と
き
に
、
は
じ
め
て
帰
化
語
と
称

 
せ
ら
る
べ
き
な
り
。
 
（
1
6
ぺ
）

と
し
、
そ
の
本
義
の
意
義
に
よ
り
国
語
に
て
の
取
扱
方
を
左
の
四
種
に
別
つ
。

 
一
、
体
量
ロ
素
 
名
詞
素
天
地
 
ボ
ー
イ

 
 
 
 
 
 
 
代
名
詞
素
 
僕
 
貴
下

 
 
 
 
 
 
 
数
詞
素
 
一
 
百
萬
 
ダ
ー
ス

 
ご
、
動
詞
素
 
運
動
す
 
タ
ッ
チ
す
る

 
 
 
 
 
 
 
補
語
を
伴
う
1
研
究
に
熱
中
す
。

 
 
 
 
 
 
 
準
体
言
の
形
1
研
網
の
あ
ま
り
、

 
三
、
形
容
詞
素
 
永
久
に
 
漠
然
と

 
 
 
 
 
 
 
格
助
詞
の
 
に
、
と
、
を
従
へ
状
態
副
詞

 
 
 
 
 
 
 
 
太
平
な
り
。
歴
々
た
り
。

 
 
 
 
 
 
 
な
り
、
た
り
、
を
従
へ
て
形
容
存
在
詞

国
語
の
「
ゆ
れ
」
の
一
考
察
 
外
来
語
は
国
語
の
ど
の
部
分
に
ど
の
よ
う
に
進
入
し
て
い
る
か
（
そ
の
一
一
漢
語
）
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四
、
副
詞
素
元
来
爾
来
一
切
（
1
8
～
2
2
ぺ
）

次
に
国
語
の
申
で
扱
わ
れ
る
漢
語
の
性
質
を
分
析
し
て
、

 
1
、
国
語
に
入
れ
る
漢
語
の
大
多
数
は
、
体
言
、
殊
に
名
詞
と
し
て
扱
わ
れ

 
 
る
。

 
2
、
副
詞
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
。

 
 
ム
シ
ヤ
ウ

 
 
 
無
上
に
 
折
角
 
気
楽
に
 
 
状
態
の
副
詞

 
 
 
至
極
 
可
な
り
に
出
来
る
 
 
程
度
の
副
詞

 
3
、
用
言
と
す
る
。

 
 
イ
、
形
容
詞
 
執
念
し
 
非
道
い

 
 
 
 
 
 
 
 
ケ

 
 
 
 
 
 
 
 
怪
し
 
鯵
陶
し

 
 
 
 
 
 
 
 
愛
ら
し
 
乱
が
は
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
マ

 
 
ロ
、
動
詞
 
乞
食
く
 
敵
対
ふ
 
力
む
 
料
理
る
 
感
く
 
意
地
め
る

 
 
 
 
 
 
 
上
手
め
く
 
気
色
だ
つ

 
 
 
 
 
 
 
サ
変
 
試
験
す
 
 
 
 
 
（
7
6
～
8
1
ぺ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
．
 
 
4
．

を
挙
げ
、
続
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

 
漢
語
の
国
語
の
内
に
侵
入
せ
る
区
域
と
侵
入
を
許
さ
ぎ
る
区
域

を
論
じ
て
、

 
外
国
語
を
借
用
す
る
分
野
は
、
体
言
を
主
と
し
、
深
く
侵
入
し
た
場
合
も
副

 
詞
と
用
言
と
の
問
に
止
ま
る
。
と
し

 
ω
 
国
語
運
用
の
生
命
た
る
助
詞
に
は
外
国
語
の
侵
入
す
る
こ
と
は
一
歩
も

 
 
 
寛
仮
せ
ず
。

 
ω
 
用
言
の
語
尾
も
亦
、
他
の
侵
入
を
寛
仮
す
べ
か
ら
ぬ
地
点
な
り
。

 
 
 
（
8
2
～
8
3
ぺ
）

 
 
 
 
4
ム
 
 
4
乙

と
断
ず
。
但
し
ω
に
つ
い
て
は
、

 
百
日
参
籠
の
大
願
…
…
用
言
の
準
体
言
と
し
て
の
取
扱
を
聡
く
る
場
合

 
ご
ほ
う
び
頂
戴
な
…
…
用
言
の
命
令
形
の
用
を
な
す
場
合

を
警
告
的
に
挙
げ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
室
町
の
末
期
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
に
伴
な
い
、
新
た
に
西
洋
語
が
入

 
っ
て
来
る
。
（
デ
ウ
ス
ー
神
 
 
ア
ン
ジ
ョ
ー
天
使
 
イ
ル
マ
ン
ー
修
道
士

 
な
ど
）
主
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
る
。
漢
語
と

 
は
違
っ
た
面
で
、
国
語
は
ま
た
新
た
な
外
来
語
を
迎
え
た
が
、
然
し
臆
て
禁

 
教
の
事
あ
り
、
貴
重
な
資
料
は
残
し
た
が
、
こ
の
度
は
大
き
な
影
響
を
国
語

 
に
與
え
ぬ
中
に
消
え
去
り
、
西
洋
語
の
新
し
い
進
出
は
幕
宋
・
明
治
期
を
待

 
っ
て
行
わ
れ
る
。

 
要
之
、
漢
語
は
外
来
語
な
が
ら
、
歴
史
は
古
く
且
つ
国
語
と
歩
み
を
共
に
し

て
来
た
面
も
あ
っ
て
、
国
語
の
各
方
面
に
浸
透
し
、
広
く
体
言
に
用
言
に
そ
し

て
副
詞
に
、
更
に
今
日
の
口
語
で
ば
連
体
詞
に
も
多
く
、
又
、
動
詞
の
連
用
形

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 

に
つ
き
接
尾
語
と
な
っ
て
（
…
…
知
ら
せ
が
、
来
次
第
、
行
く
。
）
陳
述
に
も

一
役
買
っ
て
い
る
。
あ
る
面
で
は
国
語
の
基
盤
と
し
て
一
部
を
支
え
、
そ
の
強

い
造
語
力
は
今
も
必
要
に
応
じ
て
新
語
を
生
み
、
今
後
も
国
語
の
中
に
逞
ま
し

く
生
き
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

四
、
文
字
（
漢
字
）
と
国
語

 
ア
ル
ハ
ベ
ッ
ト
を
文
字
と
す
る
西
洋
の
言
語
学
で
は
、
文
字
を
、
言
語
又
は

言
語
の
一
要
素
と
し
て
は
認
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
蓋
し
表
音
文
字
で
あ
り
、
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国
や
民
族
は
違
っ
て
も
文
字
は
共
通
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
語
と
特
別
な
関

連
が
少
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
然
し
日
本
に
お
け
る
文
字
と
し
て
の
漢
字
、
日

本
語
に
し
め
る
漢
語
は
之
と
趣
き
を
異
に
す
る
。

 
凡
そ
一
つ
の
文
字
が
、
文
字
を
持
た
ぬ
国
、
民
族
に
進
入
し
て
採
用
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

時
、
文
字
は
言
語
の
相
違
の
故
に
、
表
音
的
に
利
用
さ
れ
る
。
象
形
か
ら
生
ま

れ
、
表
意
・
表
語
文
字
と
言
わ
れ
る
漢
字
の
場
合
も
同
じ
で
、
本
家
の
中
国
は

別
と
し
て
、
漢
字
を
伝
え
た
朝
鮮
、
安
楽
（
ベ
ト
ナ
ム
）
な
ど
は
、
伝
え
ら
れ

た
当
時
の
音
を
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
語
音
に
合
わ
せ
て
音
の
み
で
使
用
し
、

足
ら
ざ
る
部
は
国
字
を
作
っ
て
補
っ
て
い
る
。

 
然
る
に
日
本
は
、
始
め
は
同
じ
く
音
文
字
（
萬
葉
仮
名
）
と
し
て
使
っ
た

が
、
漸
く
慣
れ
る
に
及
ん
で
は
、
漢
語
を
音
読
す
る
こ
と
と
並
ん
で
、
之
を
和

 
 
 
 
 
 

語
に
当
て
て
訓
（
日
本
語
の
表
語
文
字
）
の
用
法
が
生
ま
れ
、
又
熟
し
て
は
和

 
 
 
ア
ラ

漢
語
（
荒
武
者
）
、
漢
和
語
（
最
は
て
）
、
更
に
は
日
本
製
漢
語
（
火
の
事
↓

火
事
 
か
ね
て
の
題
↓
兼
題
）
、
漢
語
製
や
ま
と
語
（
当
然
↓
当
前
↓
あ
た
り

ま
え
 
同
然
↓
同
前
↓
前
に
同
じ
）
洋
語
製
漢
語
（
カ
タ
ロ
グ
↓
型
録
）
な
ど

も
で
き
た
。
表
示
す
る
と
、

漢
字
の
受
け
入
れ
一

口
翻
 
辞
儀
麟
〉
撃
作
る

壷
口
繋
繍
わ
す

訓
は
外
来
の
漢
字
を
、
在
来
の
や
ま
と
言
葉
に
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
は

彼
我
同
じ
の
筈
で
あ
る
が
、
中
に
は
風
土
の
相
違
、
時
代
の
変
遷
で
指
す
事
物

が
異
な
る
の
も
あ
る
。
 
（
手
鑓
儲
鮪
馳
汽
車
盲
動
韓
鮪
騎
 
）
ま
た
本
来
の

和
語
に
は
無
い
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
中
国
の
古
典
か
ら
取
っ
て
訓
を
新
た
に
作
る

エ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

伽
も
あ
る

 
 
 
 
む

 
か
ね
 
日
本
語
で
は
金
、
銀
、
銅
、
鉄
、
鐘
、
曲
尺
、
鉄
漿
、
貨
幣
…
な
ど

 
一
様
に
概
括
し
て
み
な
「
か
ね
」
と
い
う
。
強
い
て
区
別
す
る
時
に
、
左
の

 
二
通
り
あ
り
、

 
1
、
キ
ン
 
ギ
ン
…
…
（
音
で
）

 
2
、
こ
が
ね
（
く
が
ね
）
 
し
ろ
が
ね
…
…
（
訓
で
）

 
と
こ
ろ
で
銅
を
ア
カ
ガ
ネ
、
鉄
を
ク
ロ
ガ
ネ
と
訓
ず
る
の
は
、

 
「
玉
篇
、
銅
、
赤
金
也
」
。
 
「
説
文
、
鉄
、
黒
金
也
」
。
に
と
る
。

 
な
お
右
の
如
く
日
本
語
に
抽
象
的
・
概
括
的
な
言
葉
の
多
い
の
は
、
国
語
の

 
一
特
質
で
あ
る
。
安
藤
正
次
氏
は
、
国
語
の
特
質
を
二
つ
に
分
け
、
 
（
古
代

 
国
語
の
研
究
三
〇
五
ぺ
）
本
質
的
特
性
と
第
二
次
特
性
と
し
、
後
者
の
第
一

 
項
に
、
国
民
が
抽
象
的
・
概
括
的
な
性
情
を
持
ち
、
之
が
言
語
に
現
れ
た
と

 
し
て
い
る
。

中
国
の
四
周
に
、
そ
の
昔
、
中
国
文
化
に
あ
や
か
り
、
漢
字
を
採
用
し
た
国
家

・
民
族
は
少
な
く
な
い
が
、
契
丹
、
西
夏
、
女
真
の
如
き
は
夙
に
亡
び
、
安
南

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ベ
ト
ナ
ム
）
は
一
八
八
七
年
、
仏
領
と
な
り
し
以
後
は
、
漢
字
音
を
残
し
な

が
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
式
ロ
ー
マ
字
が
国
字
と
な
り
、
朝
鮮
も
北
朝
鮮
は
一
九
四

八
年
建
国
と
共
に
、
漢
字
を
廃
し
て
ハ
ン
グ
ル
（
昔
は
諺
文
と
言
っ
た
）
を
採

用
、
南
韓
国
も
一
九
七
二
年
ま
で
に
は
全
面
的
に
ハ
ン
グ
ル
（
竜
量
）
を
用
い

る
予
定
で
あ
る
。
ひ
と
り
日
本
は
、
漢
字
を
受
け
入
れ
て
影
響
最
も
大
き
く
、

一
面
で
は
漢
字
文
化
の
進
出
で
国
語
の
発
達
を
中
断
せ
し
め
ら
れ
た
点
も
あ
る

が
、
反
面
ま
た
縦
横
に
漢
字
を
利
用
し
発
展
さ
せ
、
今
後
も
之
を
駆
使
し
て
、

国
語
の
表
記
に
、
国
語
の
造
語
・
運
用
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

国
語
の
「
ゆ
れ
」
の
一
考
察
 
外
来
語
は
国
語
の
ど
の
部
分
に
ど
の
よ
う
に
進
入
し
て
い
る
か
（
そ
の
一
-
漢
語
）
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五
、
漢
字
・
漢
語
音
の
、
国
語
に
及
ぼ
せ
る
影
響

 
漢
字
は
一
字
1
1
」
語
1
1
一
音
h
一
声
で
あ
る
。
一
つ
の
漢
字
は
一
つ
の
単
語

で
あ
り
、
字
音
と
共
に
一
つ
の
ア
ク
セ
ン
ト
（
高
低
と
強
弱
と
）
を
持
つ
。
且

つ
多
く
が
単
音
節
、
閉
音
節
で
あ
る
に
反
し
て
、
国
語
は
多
音
節
、
開
音
節
で

あ
る
。
こ
の
故
に
漢
字
音
、
漢
語
音
の
摂
取
に
当
っ
て
は
、
多
く
の
困
難
を
伴

な
っ
た
が
、
大
学
寮
に
は
音
博
士
二
人
を
置
き
、
原
音
を
忠
実
に
伝
う
べ
く
努

力
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

シ
ナ
語
音
は
音
と
韻
と
に
分
か
れ
、
 
（
重
い
匿
醒
ド
匹
詩
作
な
ど
に
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

之
も
肝
要
で
あ
る
が
、
日
常
に
は
之
層
分
け
て
発
音
す
る
の
で
は
な
い
。
四
声

に
も
注
目
し
、
声
点
（
声
符
）
を
漢
字
の
四
隅
に
施
し
た
が
、
之
は
鎌
倉
時
代

か
ら
廃
れ
た
。
 
（
声
明
や
謡
曲
の
譜
に
は
残
る
。
）

 
漢
字
音
が
国
語
音
に
齎
し
た
影
響
の
主
な
る
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、

音1
、
濁
音
が
語
頭
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

2
、
ラ
行
音
が
〃

3
、
促
音
の
発
生

韻1
、
拗
音
（
ヤ
行
開
拗
音
、
ワ
行
閉
拗
音
）
の
発
生

 
 
す
○
 
 
○
 
ざ
 
そ
う

 
 
修
行
、
病
者
、
障
子
、
な
ど
拗
音
を
避
け
た
様
子
も
見
え
る
。

2
、
母
音
の
イ
、
ウ
を
重
ね
る
こ
と
が
起
こ
る
。
 
（
重
母
音
）

3
、
鼻
音
を
単
独
に
用
い
る
こ
と
が
生
じ
た
。
 
 
 
 
 
-

4
、

入
声
を
用
い
る
こ
と
が
生
じ
た
。

に
き
 
 
 
ど

日
記
 
読
経
の
如
き
は
、
入
声
を
避
け
て
の
ヨ
ミ
か
、

備
で
、
実
は
入
声
で
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

六
、
漢
文
豚
・
漢
文
訓
読
法
の
影
響

或
い
は
表
記
の
不

 
紀
に
拠
れ
ば
、
阿
直
岐
の
来
朝
は
応
神
十
五
年
置
王
仁
は
十
六
年
で
、
太
子

菟
譲
国
郎
子
が
就
い
て
学
ぶ
と
あ
る
が
、
当
時
の
方
法
が
シ
ナ
音
直
読
で
あ
る

か
、
朝
鮮
式
訓
読
で
あ
る
か
は
今
は
不
明
で
あ
る
。

 
む
 
 
 

 
訓
読
は
中
国
原
文
を
、
助
詞
・
助
動
詞
を
加
え
て
、
朝
鮮
語
・
日
本
語
に
魏

訳
し
解
説
す
る
の
で
あ
っ
て
、
共
用
す
る
漢
字
が
表
意
（
衷
語
）
文
字
で
あ

り
、
シ
ナ
語
が
孤
立
語
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
可
能
で
あ
る
。
 
 
 
 
．

 
日
本
で
は
こ
の
訓
読
用
に
朱
や
墨
や
角
筆
に
よ
る
点
が
文
字
に
加
え
ら
れ
、

や
が
て
仮
名
の
製
作
に
よ
り
、
仮
名
を
浜
側
や
行
間
に
細
書
し
た
。
そ
れ
は
勿

論
一
家
の
秘
法
で
あ
り
、
仏
家
点
・
博
士
点
と
多
く
の
形
式
を
残
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

日
本
に
最
初
に
伝
え
ら
れ
た
漢
籍
は
、
記
で
は
論
語
・
千
字
文
で
あ
る
が
、
中

世
栄
え
た
の
は
漢
詩
文
の
文
学
で
あ
り
、
そ
の
訓
読
に
苦
心
し
た
こ
と
は
、
例

え
ば
江
談
抄
四
（
雑
事
）
に
、

「
東
行
西
行
雲
三
々
 
二
月
三
月
日
遅
々

 
此
詩
及
二
後
代
「
菅
家
人
室
家
令
レ
尋
二
北
野
「
、
令
レ
詠
之
間
、
天
神
令
レ
教
て

 
日
、
と
ざ
ま
に
ゆ
き
、
か
う
ざ
ま
に
ゆ
き
、
く
も
は
る
ば
る
、
き
さ
ら
ぎ
、

 
や
よ
ひ
ひ
う
ら
う
ら
と
可
詠
云
々

い
わ
ゆ
る
「
文
選
よ
み
」
は
、
音
訓
父
無
で
、
文
選
に
限
ら
ず
、
古
代
の
漢
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

は
多
く
こ
の
よ
う
に
読
ん
だ
。
室
町
の
末
、
宋
学
が
伝
わ
る
に
及
ん
で
経
学
も
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漸
く
芽
を
吹
き
、
訓
点
も
公
開
さ
る
る
あ
り
、
 
（
桂
庵
和
尚
家
法
和
点
な
ど
）

抄
物
類
も
多
く
出
る
よ
う
に
な
る
。

 
漢
語
を
採
用
し
な
い
歌
語
の
世
界
に
於
て
さ
え
、
例
え
ば
萬
葉
の
反
歌
は
賦

 
 
 
 
む

の
反
辞
の
形
式
を
と
る
も
の
と
言
わ
れ
る
。
況
ん
や
一
般
の
行
文
、
語
法
に
於

て
、
漢
文
豚
、
漢
文
訓
読
法
の
與
え
た
影
響
は
大
き
く
、
之
を
佐
藤
喜
代
治
氏

は
、 

漢
文
訓
読
と
日
本
文
法
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
山
田
先
生
の
「
漢

文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
」
に
お
い
て
そ
の
大
略
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
み
る
が
、
そ
の
大
綱
は
、

一
、
一
般
に
は
亡
び
去
っ
た
古
代
の
語
法
が
漢
文
の
訓
読
に
よ
っ
て
伝
へ
ら
れ

 
 
て
る
る
場
合
が
あ
る
。

二
、
固
有
の
語
法
が
漢
文
に
お
け
る
意
義
用
法
に
よ
っ
て
変
化
を
起
し
て
み
る

 
 
場
合
が
あ
る
。

三
、
漢
文
訓
読
の
た
め
に
新
た
な
語
法
が
按
出
せ
ら
れ
て
み
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
三
つ
に
分
ち
得
る
。
 
（
「
日
本
語
の
精
神
」
1
4
ぺ
）
と
い
う
。
而
し
て
氏

は
漢
文
訓
読
の
影
響
は
す
で
に
奈
良
朝
に
現
わ
れ
て
い
る
と
し
、
宣
命
の

 
夫
 
其
 
曽
毛
曽
毛
 
置
而
（
置
天
）
 
至
天
 
極
而
 
憶
念
 
然
、
而
爾
 
而

 
相
 
及
但
 
即
 
所

を
挙
げ
、
六
国
史
日
本
後
紀
以
下
で
は
、

止
伊
倍
止
毛
止
云
止
毛
或
況
乃

を
示
し
、
そ
も
そ
も
 
あ
る
い
は
 
し
か
る
に
 
た
だ
し
 
い
は
ん
や
 
の
如

き
は
竹
取
物
語
を
見
て
も
出
て
い
る
の
で
、
す
で
に
仮
名
文
に
お
い
て
も
相
当

の
勢
力
を
し
め
て
行
っ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
窺
い
得
る
。
 
（
同
上
捌
ぺ
）
と

い
う
。
こ
の
傾
向
は
世
が
下
り
、
漢
文
直
訳
風
の
文
体
（
例
え
ば
今
昔
物
語
）

が
盛
行
す
る
に
及
ん
で
甚
し
く
な
る
。
然
し
山
田
孝
雄
氏
は
「
語
法
に
及
ぼ
せ

る
影
響
」
を
総
括
し
て
い
う
、

 
漢
語
が
国
語
に
侵
入
せ
る
こ
と
頗
る
多
端
に
し
て
国
語
の
上
に
与
え
た
る
影

響
は
決
し
て
少
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
、
そ
の
語
法
上
に
及
ぼ
せ
る
も
の
は
著
し

 
き
も
の
に
あ
ら
ず
。

と
し
て
次
の
五
項
目
を
挙
げ
、

 
1
、
並
び
に
 
及
び
 
と
い
ふ
如
き
接
続
詞
の
直
訳
の
為
に
生
じ
た
る
も

 
 
 
の

 
2
、
動
詞
が
準
体
言
、
目
的
準
体
言
と
し
て
、
又
動
詞
の
命
令
形
の
用
法
に

 
 
 
似
た
る
場
合
に
該
当
す
る
如
く
稀
に
用
ゐ
ら
る
る
こ
と

 
3
、
 
「
ト
コ
ロ
」
と
い
ふ
語
を
用
言
に
附
属
せ
し
め
て
準
体
言
に
相
当
す
る

 
 
 
も
の
を
盛
ん
に
使
用
す
る
や
う
に
導
き
し
こ
と

 
4
、
「
の
」
と
い
ふ
格
助
詞
に
よ
り
て
準
体
言
を
以
て
連
体
格
に
立
た
し
む

 
 
 
る
ご
と
を
盛
ん
に
起
さ
し
め
た
る
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5
、
若
か
ず
…
…
せ
ん
に
は
 
 
は
か
ら
ざ
り
き
…
…
な
ら
ん
と
は
 
の
如

 
 
 
き
転
倒
の
語
法
を
盛
ん
に
用
み
る
に
至
ら
し
め
た
る
こ
と

 
以
上
の
1
乃
至
3
は
、
或
い
は
国
語
の
法
格
を
多
少
乱
し
た
る
如
き
嫌
あ
れ

 
ど
も
、
4
、
5
は
寧
ろ
国
語
の
語
遣
を
豊
富
に
せ
り
と
い
ふ
べ
き
も
の
な
ら

 
む
。
 
（
国
語
の
中
に
お
け
る
漢
語
の
研
究
五
二
六
ぺ
）

結
 
び

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
以
上
主
と
し
て
外
来
語
と
し
て
の
漢
語
に
つ
い
て
述
べ
た
。
新
し
い
外
来
語

と
し
て
の
洋
語
に
は
触
」
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
、
文
字
面
を
除
い
て
進
入

国
語
の
「
ゆ
れ
」
の
一
考
察
 
外
来
語
は
国
語
の
ど
の
部
分
に
ど
の
よ
う
に
進
入
し
て
い
る
か
（
そ
の
一
-
漢
語
）
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の
傾
向
は
、
程
度
は
浅
い
が
、
漢
語
と
似
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
現
在
わ
れ
わ
れ
が
外
来
語
と
い
う
時
、
そ
れ
は
多
く
洋
語
を
指
す
。
漢
語
は

や
ま
と
言
葉
で
は
な
い
が
、
や
ま
と
言
葉
の
一
部
か
親
戚
か
の
如
く
考
え
ら
れ

勝
ち
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
深
く
国
語
内
に
浸
透
し
、
密
接
な
関
係
を
も
つ
の
で

あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
漢
語
は
、
今
な
ほ
造
語
力
を
持
っ
て
み
る
。
或
は
新
造
語
の
資
源
と
も
な
つ

 
て
る
る
と
言
へ
よ
う
。
…
…
今
日
新
し
い
内
容
、
新
し
い
感
覚
に
対
し
て
新

 
造
語
を
試
み
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
最
も
多
く
の
場
合
に
お
い
て
漢
語
的
資

 
源
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
有
様
で
あ
る
。
 
（
新
村
出
-
国
語
双
録
8
ぺ
）

 
漢
語
の
一
つ
の
特
徴
は
簡
潔
で
あ
る
…
…
そ
の
混
入
の
為
に
日
本
語
が
引
締

 
る
。
 
（
市
河
三
喜
1
こ
と
ば
の
講
座
ω
5
3
ぺ
）

の
よ
う
な
評
は
、
漢
語
の
良
さ
、
力
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
漢
字

・
漢
語
を
国
語
に
活
用
す
る
と
共
に
、
反
面
そ
の
弊
に
つ
い
て
も
常
に
反
省
を

怠
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
国
語
の
正
常
な
成
長
に
培
う
べ
く
努
力
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

 
近
来
頓
に
盛
ん
な
洋
語
の
攻
勢
に
対
し
て
も
、
日
本
国
民
が
国
語
に
対
し
、

深
い
理
解
と
愛
護
を
持
っ
て
之
に
接
す
る
限
り
、

 
日
本
語
の
中
に
西
洋
諸
国
の
言
葉
が
沢
山
入
っ
て
来
ま
し
た
が
、
い
く
ら
入

 
っ
て
も
日
本
語
は
ど
こ
ま
で
も
日
本
語
で
、
日
本
語
の
根
本
の
構
造
が
そ
の

 
た
め
に
変
っ
て
し
ま
ふ
こ
と
は
決
し
て
な
い
も
の
と
考
へ
ま
す
。
 
（
神
保
格

 
1
こ
と
ば
の
講
座
ω
翻
ぺ
）

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
．
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